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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海洋大気力学分野の新野研究室では、大気・海洋の流れのメカニズムをメソ気象力学・地球流体力学的アプローチで解き明かす研究を行っています。特に、様々な渦や対流に関して、数値シミュレーション、観測データの解析、力学理論、室内実験などの多様な研究手法を使って研究しています。メソ気象に関しては台風やポーラーロウ、竜巻、塵旋風、ダウンバースト、積乱雲や集中豪雨などの発生機構や挙動・メカニズム、大気境界層の乱流構造を調べているほか、地球流体力学に関しては様々な不安定性によって渦が生ずる過程の研究や、海洋中の密度の層構造の成因について調べています。
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